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　創価大学 53 期生の皆さん、創価女子短
大 39 期生の皆さん、ご入学おめでとうご
ざいます。
　今年は、新春から創大生の目を見張る活
躍がありました。1 月 2 日、3 日の第 99
回箱根駅伝において本学が総合 8 位 ( 往路
10 位、復路 4 位 ) に入り、4 年連続でシー
ド権を獲得しました。それぞれの選手にド
ラマがあり、足を故障し万全な状態でない
中、力走し感動を全国に広げてくれる選手
もいました。選手の背後には、マネージャー
やチームサポートの力強いバックアップが
あり、正に今回の勝利はチームワークの勝
利といえるでしょう。青年の情熱とたゆま
ぬ努力、チームワークが私たちの心に深い
感動を呼び起こすことを改めて実感しまし
た。
　先日、読売新聞に「新聞・雑誌 グッズ
に再生 創価大図書館」の見出しが躍りま
し た ( 多 摩 版 2023 年 1 月 31 日 22 面 )。
図書館カウンタースタッフが不要になった
新聞、雑誌を使ってトートバッグやブック
カバーなどを作る「アップサイクル」( 創
造的再利用 ) の紹介です ( 他に毎日新聞デ
ジタル版 2023 年 1 月 20 日記事でも紹介 )。
スタッフの発案で 5 年ほど前から始まり、
廃棄されるはずだった新聞などがエコバッ
グ、ブックカバー、カードケース、しおり
などとして再利用され、グッズは、中央図
書館 1 階に展示されています。学生の要望
で過日、カードケース作りのワークショッ

プが開かれ、2 回目の開催も予定されてい
ます。
　中央図書館では、様々なワークショップ
( 昨年度：「あなたの推し本、教えて！持
ち寄りブック紹介」「秋を探そう～万葉集
にみる日本的美の源流～」など )、「Soka 
Book Wave」( 略称 SBW；読書感想文を
図書館の WEB サイトに提出するとポイン
トが付与され一定ポイント毎に図書カード
と交換できるという取り組み。詳細は、中
央図書館のホームページをご覧下さい ) や
作家の話を直接聞ける「読書人カレッジ」
( 協力：株式会社読書人、日本財団 ) など
様々なイベントを行っています。
　さて、私立大学において最も重要なのは、
創立者と建学の精神です。私立大学の社会
的使命の一つは、創立者の掲げる建学の理
念を踏まえた学士課程教育を通して学生を
育成し社会に貢献していくことにありま
す。本学の創立者は池田大作先生です。建
学の精神は「人間教育の最高学府たれ」「新
しき大文化建設の揺籃たれ」「人類の平和
を守るフォートレス ( 要塞 ) たれ」という
極めて崇高で壮大な 3 つのモットーです。
併せて教育理念として「学生第一」を掲げ
ています。開学から半世紀を過ぎ、建学の
精神と「学生第一」の理念は、キャンパス
の隅々に浸透し本学の様々な取り組みにお
いて極めて重要な指針となっています。建
学の精神や「学生第一」の理念については、
共通科目の「人間教育論」などの授業で学

新年度　図書館長挨拶

ぶ機会がありますし、友との語らいの中で
その理解を深めていくこともあるでしょ
う。
　中央図書館では、3 階に『創立者著作コ
レクション』のコーナーを設けています。
皆さんは創立者の著作、講演集などの冊数
の膨大さに驚くことでしょう。1 階には「池
田文庫開設 25 周年記念特別展示」をして
います。これは、昨年『池田文庫』が開設
25 周年を迎えたことを記念し、創立者の

「若き日の読書」をテーマに掲げた企画展
です。『池田文庫』には約 7 万冊が所蔵さ
れ、分野は、哲学、歴史、経済、法律、文
学、自然科学など広範囲にわたっています。
A 書庫 7 層にあり、書籍は館内閲覧が可能
です。
　『池田文庫』は、中央図書館の永遠の財
産ともいうべきものです。1993 年 7 月 3
日の「第 22 回創価大学滝山祭記念フェス
ティバル」における創立者のスピーチが淵
源となっています。
　「15 歳のときから集めた本が約 7 万冊に
のぼっている。本だけは我が子のように大

切にしてきた。それらの中には、戦時中、
防空壕に入れて守ったため、かなり傷んで
いるものもある。その 7 万冊の本を創価
大学に寄贈したい。1 冊 1 冊の本が、私に
とって多くの思い出が込められている。ど
うか、読書と研鑽に役立てていただければ
と思う」
　現代の社会は、『知識基盤社会』といわれ、
新しい知識や情報技術が社会のすべての領
域における活動の基盤として重要性を増す
社会です。このような社会では柔軟な思考
力と豊富な知識を基礎とした判断が重要で
あり、生涯学び続けることが求められます。
新入生の皆さんは、『池田文庫』に込めら
れた創立者の限りない期待に思いを馳せ、
日々の勉学と読書により豊かな知識を修得
し、知力を鍛え社会で活躍する基盤を築い
て頂ければと思います。
　最後に、皆さんが読書、資料検索、協同
学習などに日常的に図書館を利用されるほ
か、図書館の様々なイベントに積極的に参
加されることをお待ち申し上げます。

図書館長　池田 秀彦　法学部教授
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Q.1
貸出手続きはどこでできますか？

新入生のみなさん。

実はまだ図書館の使い方がよく分からない・・・と感じ

ているみなさん。図書館の基本的なサービス「貸出」「返

却」を知って、大学図書館ライフを満喫してください！

１F カウンター、またはカウンター横の自動貸出機を
ご利用ください。貸出には利用証が必要です。

Q.2
何冊まで借りられる？期間は？

※ 1

※ 2
※ 3
※ 4

上限冊数は、中央図書館、理工学部フレイザー図書館、法科大学院図書室、短大香峯図書館、　　　
看護学部白樺図書館、すべての資料（図書・視聴覚資料・雑誌）の合計冊数を意味します。
短大図書を借りた場合の貸出期間は、教職員・学生ともに２週間となります。
視聴覚資料は、ＣＤのみ３点まで貸出できます。
最新号は館内閲覧（複写不可）のみの利用となります。統計、法律資料も雑誌と同様、１週間借りる
ことができます。

Q.3
自動貸出機の使い方は？

操作方法は画面に案内が表示されます。確認しながら進めてください。

本の背を奥にして台に
乗せますよ！

台に乗せた本のタイトルが画面に
表示されますので確認を！

レシートが出るまで
本はそのままで！
レシートが出たら

本を動かして OK ♪

レシートには貸出した本の

返却期限日が

表示されているよ。

レシートに貸出した本以外の情報が記載されていないかよく確認してくれよ！分からないことがあったら
カウンターで聞いてくれ。

バーコードが印字された
利用証は左側の

自動貸出機を使ってね！
モニター横のバーコードリーダーで

バーコードを読み取るよ。

こんな時は貸出できません！

利用証を持っていない。

１日以上延滞している資料がある。

CD は自動貸出機で

貸出できません！

カウンターで手続きを

行ってください。
表示されたタイトルに

間違いなければ
貸出ボタンをタッチ！

正しく貸出できました！

貸出できていません。

IC カードの利用証は
左右どちらの自動貸出機も

利用できるよ！
モニター下のカードリーダー

にタッチしてね！
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Q.4
返却方法は？

１F カウンター、または学内ブックポストをご利用ください。郵送返却も可能です。

CD、DVD の視聴覚資料はポストに返却できません。
必ず、カウンターで返却してください。

原則として 9：00 ～ 10：00 の間に回収します。

土日祝日または長期休館日の場合は、直近の平日開
館日に回収します。

ポスト返却は回収した日が返却日となります。

Q.5
学内ブックポストはどこ？

１

２

３

４

学内に４箇所設置されています。

郵送返却の詳細は、図書館ウェブサイト
「利用案内」をご確認ください。

１ 中央図書館入口

２ 理工学部　E 棟入口

３ 本部棟東側　４階入口

４ 中央教育棟　南側入口

読書会「絵本ブッククラブ」

1 月 31 日（火）、読書会「絵本ブッククラブ」を開催しま
した。
当日は参加者がグループに分かれて、図書館にある絵本
や、自分の思い出の絵本などを読み聞かせしたり、内容
を深め合ったりしました。
最後に、グルーブごとにディスカッションの内容を共有
しました。 
１つの絵本をじっくりと語り合うことで、多様な見方に
出会うことができ、絵本を通して ” 心温まる ” ひとときに
なりました。

2023 年 1 月開催

投稿日：2023/1/31イベントマスターさん

中央図書館入口の

右手にポストがあります。

理工学部 E 棟入口の

左手にポストがあります。

図書館ウェブサイト

図書館では、今後もイベントを企
画しております。
随時、ウェブサイトやポータルサ
イトでお知らせします。楽しみに
していてください！

図書館の中の人　さんからの返信

イベントマスターさん

2023 年 1 月開催

投稿日：2023/1/11

「アップサイクルグッズを作ろう 図書館ワークショップ」

2022 年 8 月から館内に設置された企画コーナー「UPCYCLE 
LIBRARY」。
図書館で廃棄になる新聞や雑誌、スタッフが持ち寄った
家庭で不用となった紙袋を使ってアップサイクルグッズ
を作成！

利用者の皆様から嬉しいお声をたくさんいただき、 この度
トショカンワークショップを開催しました！

今回のイベントは、大好評をい
ただき、「毎日新聞（ウェブ版・
1/20 日付）」、「読売新聞（多摩版・
1/30 日付）」に掲載されました。
第２回のワークショップも開催
予定です。
お楽しみに！！！

図書館の中の人　さんからの返信

図
書
館
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
レ
コ
レ
。
中
の
ヒ
ト
が
伝
え
ま
す
。

本部棟右手に進みます。 本部棟 4 階入り口付近に

ポストがあります。

中央教育棟南側入り口の左奥通路を

少し奥へ進みます。

キャリアセンター付近にポストがあ

ります。
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新入生の皆様へ
創価大学５３期生、創価女子短期大学３９期生の皆さま、ご入学おめでとうございます。
創価大学図書館の資料は約１００万冊と膨大な数です。
またオンラインで利用できる多種多様なデータベースを取り揃えています。
大学での学習に必要な資料の探し方、データベースの利用の仕方など図書館の利用でお困りの際には図書館ス
タッフへお気軽にご相談ください。

１０：００～１７：００

９：００～２１：００ 休館

８：３０～２１：００
中央図書館

開館日程です

書庫利用講習会のお知らせ
２０２３年度は 5 月より「書庫利用講習会」を開催いたします。
中央図書館の書庫を利用する入庫資格を希望される方は、この講習会を受講してください。
一度受講すると、入庫資格は在籍期間中（卒業まで）有効です。
開催日時、申込方法などの詳しい情報は、図書館ウェブサイトにてお知らせいたします。


